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３　 「安布知神社本殿及び拝殿」が長野県宝に
　　 長野県知事表彰

４　 平成26年度　決算の概要

６　 平成26年度決算　主な事業

８　 平成27年10月5日からマイナンバー制度が始まりました

11　 平成27年10月中旬からマイナンバー通知の送付が始まります

12　 教育委員の改選　交通死亡事故の多発　ふるさと寄付金について

13　 インフルエンザ予防接種のお知らせ

14　 阿智高だより（No.47）

15　 フォト・リポート

16　 戸籍の窓

　　 ○表紙の写真
　　　　【伍和の秋】

　　　　【下清内路諏訪神社・建神社、上清内路諏訪神社の奉納煙火】

10月10月10月10月
－平成27年10月号－

阿智村長　熊　谷　秀　樹「美しく輝く未来へ」 第8回

　以前のこのコーナーでも紹介させて頂きましたとおり、今年は定
住、人口を増やすという目標で職員が仕事をしています。キャッチ
コピーは「阿智家族」。村ごと大きな家族で、村民同志が支え合い
協力して、暖かい村づくりをしていこうという事。そして一度ふる
さとを離れたＵターン者も、Ｉターン者もいつでも戻っておいで、暖かく迎え入れるからとい
う意味がこめられています。語れる夢がある、希望に満ちた村にしていきたいと思っています。
　最近大物芸能人が結婚し、世の女性達が悲しんでいますが、彼のヒット曲は「家族になろう
よ」。阿智の婚活のイベントも企画に工夫を重ね、大人気で成婚率も高いそうです。スタッフの
努力に感謝です。
　皆さんのそれぞれの家族がそうであるように喜びも悲しみもわかちあうのが家族。村全体で
夢を持って、素晴らしい家族を作っていきましょう。

「阿智家族」定住・婚活にかける想い

　伍和を訪れると、完熟が楽しみなリンゴやナシ柿など果樹の背景には美しい南アルプスが見えます。
伍和に住めばこんな絶景の中で農作業ができます。
　美しい山々を見ながら育った果物はとってもおいしいですよ。

　秋涼の夜空を焦がす清内路の奉納煙火は、今年も上清内路諏訪神社で10月6日に、下清内路諏訪神
社・建神社で10月10日に行わました。
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　長野県教育委員会は「安布知神社本殿及び
拝殿」について、８月26 日に長野県文化財
保護審議会からの長野県宝指定の答申をう
けて、9月24日に県宝として指定しました。
　阿智村駒場木戸脇の安布知神社は古代から
あるとされる由緒ある神社で、本殿の建築
年代は1671年、拝殿の建築年代は1675
年で、本殿と拝殿ともに県下でも数少ない
建築遺構で、これまで修理はされています
が、当初の姿が尊重されており、建築当初
の姿を今日に伝えています。
　また、本殿や拝殿には様々な美しい彩色
紋様がみられ、多くの彩色紋様が組物等の
意匠とあわさって全体として典雅で華やか
な雰囲気を放っています。

長野県知事表彰長野県知事表彰 長野県内の各分野で顕著な功績をあげた団体・個人を表彰する
「長野県知事表彰」を受賞されました。
長野県内の各分野で顕著な功績をあげた団体・個人を表彰する
「長野県知事表彰」を受賞されました。

　9月12日に長野市で開催された、健康づくり県民大
会で、食育の普及・啓発に尽力されたとして、就学前
の子どもと母親を対象に、伍和丸山のほ場で、大豆や
野菜の栽培・加工体験を行う「まめっこ応援団」が表
彰されました。
　まめっこ応援団は農業に携わる村内の女性の皆さん
により結成されて6年目、地域ぐるみで親子の食育を
支援しています。会長の原美千子さん、佐藤正子さん、
千葉光子さんが受賞の報告に訪れました。

「安布知神社本殿及び拝殿」が長野県宝に「安布知神社本殿及び拝殿」が長野県宝に
あ　ふ　ち　じんじゃあ　ふ　ち　じんじゃ

左上本殿覆屋・拝殿、右上本殿外陣、左下拝殿格子天井、右下本殿

【食生活改善推進協議会の田中和代さん】

　9月28日に上田市で開催された、県食生活改善推進
大会で、栄養・食生活の改善向上に尽力されたとして、
田中和代さん（中平）が長年の業績により、表彰され
ました。
　田中さんは、阿智村食生活改善推進協議会の会長や
飯伊の支部長を歴任し、塩分を減らした料理や村内各
地での健康教室の普及に尽力されました。
　また、この県大会の中で、現会長の折山俊江さんが
1000人の出席者に同会の取り組みを発表しました。

【まめっこ応援団の皆さん】
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村税
7億5,296万円
9.7％

国庫支出金
7億429万円
9.1％

地方交付税
31億2,250万円
40.3％

繰越金
9億3,555万円
12.1％

分担金・負担金
6,931万円

0.9％

繰入金
1億1,682万円

1.5％

その他  1億7,269万円　2.2％

その他
4億3,199万円

5.6％

県支出金
6億6,773万円
8.6％

村債
7億7,830万円　10.0％

自主財源　23億663万円
　　　　　（29.8％）

依存財源　54億4,551万円
　　　　　（70.2％）

歳入総額
77億5,214万円

一般会計決算（歳入）
増  減  額歳入額項　　目

4557億5,296 村 税

自　

主　

財　

源

2億7,031 村 民 税
村
税
の
内
訳

3億7,823 固 定 資 産 税
2,043 軽 自 動 車 税
3,961 た ば こ 税
4,438 入 湯 税

4億9,0949億3,555 繰 越 金
▲ 3億1,7241億1,682 繰 入 金

4,6186,931 分 担 金 ・ 負 担 金
6684億3,199 そ の 他

2億3,11123億0,663 計

増  減  額歳入額項　　目
▲ 1億9,02631億2,250 地 方 交 付 税

依　

存　

財　

源

2億5,6147億0,429 国 庫 支 出 金
3億2,4456億6,773 県 支 出 金
5億3,3407億7,830 村 債

2461億7,269 そ の 他
9億2,61954億4,551 計
11億5,73077億5,214 合　　　　計

平
成
二
十
六
年
度

決
算
の
概
要

平
成
二
十
六
年
度

決
算
の
概
要

平
成
二
十
六
年
度

決
算
の
概
要

平
成
二
十
六
年
度

決
算
の
概
要

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成　

年
度

２６

の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が　

億
５
、
２
１
４
万
円
（　
・

７７

１７

５
％
増
）、
歳
出
は　

億
２
、２
１
４
万
円

７３

（　
・
４
％
増
）、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

２９き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
３
億

７
、５
６
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
事
業
費
の

２６
大
き
な
建
設
事
業
が
重
な
っ
た
こ
と
や
、

　

年
度
か
ら
引
き
続
い
た
災
害
復
旧
事
業

２５が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
非
常
に
大
き

な
決
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
自
主
財
源
で
繰
越
金
が
４
億

９
、０
９
４
万
円
の
増
、
基
金
繰
入
金
が

財
源
不
足
分
の
繰
入
が
無
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
３
億
１
、７
２
４
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
が
、
前

年
比
５
・
７
％
、
約
１
億
９
、０
２
６
万
円

減
の
、　

億
２
、２
５
０
万
円
と
な
り
ま

３１

し
た
。
国
・
県
支
出
金
は
災
害
復
旧
事
業

に
対
す
る
補
助
金
等
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
比　
・
４
％
増
の　

億
７
、２

７３

１３

（単位：万円）
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人件費
8億5,249万円
11.6％

補助費等
9億2,743万円
12.7％

人件費
8億5,249万円
11.6％

扶助費
3億8,455万円　5.3％

公債費
10億7,057万円
14.6％

物件費
7億3,520万円
10.0％

投資及び出資金・貸付金
640万円　0.1％

補助費等
9億2,743万円
12.7％繰出金

5億2,981万円
7.2％ 積立金

3億6,041万円
4.9％

普通建設事業費
17億5,966万円
24.0％

維持補修費
5,573万円
0.8％

災害復旧事業費
6億3,989万円　8.8％

歳出総額
73億2,214万円

公
債
費

商
工
費

民
生
費

衛
生
費

土
木
費

消
防
費

議
会
費

労
働
費

億円

26年度
25年度

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

災
害
復
旧
費

農
林
水
産
業
費

教
育
費

総
務
費

一般会計決算（歳出・目的別）

一般会計決算（歳出・性質別）
増減額歳出額項　　目

1,3118億5,249人 件 費
義 
務 
的 
経 
費

経 
常 
的 
経 
費 

1,3185億2,591うち職員等の給与

2,1263億8,455扶 助 費

9,95310億7,057公 債 費

1億3,39023億0,761小　　　　計

3,9997億3,520物 件 費

2,4375,573維 持 補 修 費

1億4,4019億2,743補 助 費 等

3億4,22740億2,597計

増減額歳出額項　　目

▲ 1億6,3153億6,041積 立 金

▲ 330640投資及び出資金・貸付金

1,6805億2,981繰 出 金

10億8,50217億5,966普 通 建 設 事 業 費投
資
的
経
費

3億8,5216億3,989災 害 復 旧 事 業 費

14億7,02323億9,955計

16億6,28573億2,214合　　　　計

０
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
債
で

は
こ
こ
数
年
、
一
般
財
源
と
し
て
使
え
る

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の

建
設
事
業
財
源
と
し
て
の
起
債
発
行
の
増

加
に
よ
り　
・
８
％
増
の
７
億
７
、８
３
０

２１７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特別会計の歳入歳出決算
差引額歳　出歳　入会　　　計

3,3946億6,5146億9,908国保事業（事業勘定）

2,0117,9849,995国保事業（直診勘定）

2,3622億5,8062億8,168水 道 事 業

1,3052億4,3182億5,623下 水 道 事 業

1089,1779,285農 業 集 落 排 水 事 業

1,4167億6,7617億8,177介 護 保 険

786,6526,730後 期 高 齢 者 医 療

（単位：万円）

（単位：万円）
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大
規
模
防
護
柵
設
置
事
業

 

２
、１
６
８
万
円

 
生
活
環
境
整
備

県
営
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

（
恩
田
井
水
隧
道
工
事
） 
３
、５
２
５
万
円

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

 

２
、１
０
０
万
円

全
村
地
形
図
作
成
事
業 

４
、
４
５
０
万
円

融
雪
剤
倉
庫
建
設
工
事 

１
、６
８
７
万
円

緊
急
車
両
等
進
入
路
整
備
工
事

 

３
、４
７
８
万
円

村
道
３−

５
０
９
号
線
改
良
工
事（
浪
合
）

 

３
、
０
７
１
万
円

村
道
３−

　

号
線
改
良
工
事
（
木
戸
脇
）

２２

 

１
、５
０
０
万
円

中
之
橋
架
替
事
業
（
前
払
）

 

１
、９
４
４
万
円

公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
送
水
管

移
設
工
事 

１
、
１
４
５
万
円

 
産
業
振
興

銀
河
も
み
じ
シ
ャ
ワ
ー
棟
工
事

 

１
、８
９
０
万
円

治
部
坂
別
荘
内
道
路
改
良
工
事

 

２
、５
８
０
万
円

 
子
育
て
支
援
・
若
者
定
住
・
教
育

若
者
定
住
促
進
住
宅
新
増
改
築
等
支
援
金

 

１
、９
５
０
万
円

公
営
住
宅
屋
根
外
壁
塗
装
工
事
ア
ラ
ヤ
第

２
住
宅 

１
、９
７
６
万
円

定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事（
智
里
西
・
清
内
路
）

 

６
、７
１
５
万
円

平
成
26
年
度
決
算

平
成
26
年
度
決
算

主
な
事
業

主
な
事
業

第
一
小
学
校
夜
間
照
明
等
工
事

 

２
、
１
６
０
万
円

図
書
室
シ
ス
テ
ム
更
新
導
入
工
事

 

１
、８
１
４
万
円

 
健
康
づ
く
り

が
ん
予
防
事
業 

１
、
１
４
５
万
円

地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
生
活
支
援
）

 

４
、１
２
８
万
円

 
農
林
業

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

 

１
、
６
３
０
万
円

大
規
模
防
護
柵
設
置
推
進
事
業

 

１
、８
１
１
万
円

産
業
振
興
公
社
事
務
所
整
備
事
業

 

３
、
９
９
６
万
円

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援
事
業

 

８
、１
４
７
万
円

定住促進住宅建設工事（智里西）

定住促進住宅建設工事（清内路）

臨
時
福
祉
交
付
金
事
業 

１
、９
３
２
万
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
事
業

 

９
１
７
万
円

第
一
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事

 

２
、７
５
４
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
改
築
工
事

 

４
億
９
、４
１
４
万
円

緊急車両等進入路（駒場）

学校給食共同調理場

第一小学校夜間照明等工事
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水
道
施
設
監
視
装
置
更
新
工
事
（
前
払
）

 

１
、１
３
２
万
円

水
道
施
設
用
村
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
増
設
事
業

 

１
、３
８
２
万
円

農
集
排
施
設
機
能
診
断
及
び
最
適
整
備
構

想
策
定
（
施
設
整
備
長
期
計
画
の
策
定
）

 

１
、２
７
０
万
円

 
そ
の
他

駒
場
区
自
治
会
館
建
設
工
事
（
部
分
払
）

 

２
、７
８
６
万
円

自
治
会
活
動
支
援
金　

８
自
治
会

 

１
、９
２
２
万
円

上
郷
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

 

２
、１
９
２
万
円

地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
強
じ
ん
化
事
業

 

３
、０
４
２
万
円

固
定
資
産
税
基
礎
資
料
等
整
備
事
業

 

１
、０
３
１
万
円

数字でみる財政事情
⑥将来負担比率⑤連結実質赤字比率④実質赤字比率③実質公債費比率②経常収支比率①財政力指数

将来負担すべき
実質的な負債の割合

全会計の
赤字の比率

一般会計等の
赤字の比率

借金返済金の
割合

自由に使えない
資金の率

自前の
財政指数

250％以上要注意20％以上要注意15％以上要注意18％以下が望ましい70〜80％が適正1に近いほど余裕

－－－4.976.00.21阿智村 26年度

－－－6.673.80.21阿智村 25年度

－－－7.677.80.21阿智村 24年度

11.2－－7.284.40.38長野県平均（H26）

会計別の基金・村債残高
村債残高（借金）基金残高（貯金）会 計 区 分

43億2,58254億8,905一 般 会 計

7725,572国 保 事 業

7億8,2561億0,191水 道 事 業

17億7,9844億0,017下 水 道 事 業

5億8,687530農業集落排水事業

-2,277介 護 保 険

74億8,28160億7,492合　　　　　　計

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
よ
っ
て
、
全

自
治
体
が
毎
年
度
、
財
政
状
況
を
４
つ
の

指
標
で
測
っ
て
公
表
す
る
よ
う
に
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
表
の
③
〜
⑥
の
そ
の
結

果
に
よ
っ
て
、「
健
全
」「
早
期
健
全
化
」

「
再
生
」
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
い

い
か
え
れ
ば
、
青
信
号
、
黄
信
号
、
赤
信

号
に
な
り
ま
す
。
阿
智
村
は
ど
の
指
標
も

基
準
以
下
で
あ
り
、
す
べ
て
「
健
全
」
の

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（単位：万円）

庁
舎
改
修
工
事 

１
億
５
３
０
万
円

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事

 

３
億
１
、２
３
８
万
円

消
防
団
詰
所
（
第
二
分
団
）
整
備

 

１
、６
９
４
万
円

防
災
備
蓄
倉
庫
設
置
工
事
（
駒
場
）

 

１
、１
６
２
万
円

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

８
、４
４
７
万
円

農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

２
億
５
、３
２
９
万
円

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

 

２
億
５
、６
２
６
万
円

水
道
施
設
災
害
復
旧
工
事

 

２
、０
６
８
万
円

財
政
健
全
化
事
業
（
村
債
の
繰
上
償
還
）

 

４
億
３
、０
４
９
万
円

左から第二分団詰所・防災備蓄倉庫・
産業振興公社事務所・融雪剤倉庫

阿智村役場
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●役場窓口　総務課　内線271

●コールセンター （全国共通ナビダイヤル）

☎0570－20－0178 左記番号がつながらない場合（IP電話など） ☎050－3816－9405
☎0570－20－0291英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応

※いずれも通話料がかかります。　受付時間　平日：午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分
※平成 27年10月から平成 28 年 3月までの半年間は受付時間を延長する予定です。　
　平日9 時 30 分～午後 8 時　土日祝日：午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（年末年始を除く）

マイナンバーとは？マイナンバーとは？
平成27年10月から、日本国内の全住民に通知される、一人一人異なる12ケタの番号です。
マイナンバーは生涯にわたって原則変わりません。
大切な番号ですので、他人にむやみにマイナンバーを教えないよう注意が必要です。

マイナンバーのメリットは？マイナンバーのメリットは？
国や自治体などで分散管理する情報の連携がスムーズになり、次のようなメリットが期待されています。

マイナンバーが必要になるときはどんなとき？マイナンバーが必要になるときはどんなとき？
平成28年1月以降、以下のような手続きや、関係する届け出などで必要になる予定です。

個人情報の保護は大丈夫なの？個人情報の保護は大丈夫なの？
マイナンバーは制度面とシステム面の両方から個人情報保護の措置が講じられます。

マイナンバーに関する問い合わせ

マイナンバー　内閣官房 検索HP

社
会
保
障

税 
金

◎公平・公正な社会の実現
　所得や行政サービスの受給状況を把握し
やすくなり、負担を不当に免れたり、給付
を不正に受けたりすることを防止。

◎国民の利便性の向上
　年金や福祉などの申請
時に用意しなければなら
ない添付書類の簡素化。

◎行政の効率化
　行政機関ごとの情報
の照合や、転記などの
作業効率の向上。

 ・年金、雇用保険、健康保険の手続き
 ・児童手当や生活保護といった福祉
　分野の手続きなど

 ・税務署や村への税金の申告の手続
　きなど

　　マイナンバーを必要とする場面では、番号と身元確認のため
に、「個人番号カード」、もしくは「通知カード」と「身元確認書類」
（運転免許証など）がセットで必要となります。
　
　　民間事業者の皆さんは、源泉徴収票の作成や社会保険の手
続で、従業員などのマイナンバーを取り扱う必要があります。
　マイナンバーの適正な取り扱いのために、民間事業者が最低限
守るべき内容などは、ガイドラインとして示されています。詳しく
は国のホームページで確認してください。

特定個人情報保護委員会 検索HP

！

！

制度 システ
ム　　　法律などに定めがある場合を除き、マイナン

バーの収集・保持の禁止／マイナンバーを収集する
際の本人確認を義務付け／マイナンバーの管理を
「特定個人情報保護委員会」（国の第三者機関）が
監視・監督／法律に違反した場合の罰則の強化

　　　マイナンバーへのアクセス制限・マイナン
バー取り扱い機関間の通信の暗号化・機関間で
の個人情報のやりとりを、住民自らが確認でき
る「情報提供等記録開示システム」の稼働（平
成 29 年1月から予定）

マ　イ  ナン バー

平成27年10月5日よりマイナンバー制度が始まりました
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教えてマイナンバー 教えてマイナンバー 教えてマイナンバー Q & AQ & A

民間事業者の皆さんもマイナンバーを扱います民間事業者の皆さんもマイナンバーを扱います民間事業者の皆さんもマイナンバーを扱います
民間事業者の皆さんへ民間事業者の皆さんへ

◆平成 28年1月以降、以下の手続きで従業員
　などのマイナンバーを記載する必要があります。

●健康保険や厚生年金の手続き、
　源泉徴収票など税金に関する手続き

●証券会社や保険会社が行う、配当金や
保険金などの法定調書の提出など

　個人情報は今まで通
りそれぞれの機関が分
散管理することになって
います。たとえ１つのシ
ステムに不正アクセスが
あったとしても、他のシ
ステムからすべて情報が
漏れてしまうということ
はありません。
　また、各機関で情報
連携を行う際は、接続
できる人を特定し、そ
の事務で必要な最小限
の情報のみが連携され
ることになっています。

　マイナンバーを使った手続きでは、「個人番号カード」な
どで本人確認を厳格に行うことが義務付けられています。
マイナンバーだけでは手続きを行うことはできませんので、
それだけで悪用されることはありません。

　「個人番号カード」または「通知カード」の券面内容と
IC チップ内のデータの修正が必要ですので、役場の窓口
で手続きをお願いします。

　現在住民基本台帳カードを持っていらっしゃる方は、そ
のカードの有効期限まではそのままご利用頂けますが、希
望される方は個人番号カードへ切り替えることも可能です。

★マイナンバーは法令に定めのある範囲内でしか
利用できません。事業者の
皆さんは規模の大小にかか
わらず収集したマイナンバー
を安全に管理するための措
置を講じなくてはなりません。

□マイナンバーを取り扱う担当者を決め、従業員の皆
さんなどからマイナンバーを取得する方法（本人確
認の方法など）を確認しておきましょう。
□マイナンバーの利用範囲を確認するとともに、従業
員の皆さんからマイナンバーを取得する際、利用目
的をきちんと明示しましょう。
□マイナンバーが記載された書類は鍵のかかる保管庫
などに保管し、パソコンもウイルス対策を施すなど、
セキュリティ対策を行いましょう。

準備はすでにお済みですか？

従業員 事業者 行政機関

マイナンバーの
提示

源泉徴収票・
支払調書
などの提出
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マイナンバーの簡易書留が届いたら…

通知カード・個人番号カードに関する問い合わせについてはこちら

「通知カード」を「個人番号カード」に切り替えたい方は・・・「通知カード」を「個人番号カード」に切り替えたい方は・・・
手順1.　個人番号カードの申請をする。
▼郵送で　個人番号カード交付申請書の本人の顔写真を貼り、返信用封筒（地方公共団体情報システム
機構行き）に入れて申請

▼スマートフォンで　スマートフォンで顔写真を撮影し、専用のWEBサイトから申請
▼パソコンで　デジタルカメラなどで顔写真を撮影してパソコンに取り込み、専用のWEBサイトから申請

手順2.　個人番号カードを受け取る。
　平成 28 年 1 月以降、カードの準備ができた方にお知らせを送付します。お知らせが届きましたら、
下記の必要書類を持参の上、ご本人が役場窓口へお越しください。
必要書類
▼通知カード▼届いたお知らせ（交付通知書）▼運転免許証などの本人確認書類▼住民基本台帳カード
（保有している方のみ）
　受け取る際、WEB サイトからの各種手続きなどに使う「暗証番号設定」が必要ですので、必ず本人
がご来庁ください。

中身を確認して通知カードを大切に保管してください。
▼通知カード▼個人番号カード交付申請書▼説明用パンフレット▼申請書の返信用封筒▼宛名台紙（問い合わせ先を記載）

A：はい。まずは、なくさないよう大切に保管してください。源泉徴収や法定調書などの
関係で会社や行政から番号を聞かれた際は、通知カードを提示してください。

A：いいえ。必ずつくらなければならないものではありません。個人番号カードは顔写真
が付いて身分証明として使えたり、インターネットによる税の申告（e-tax) などに使
用できるので、必要な方は申請してください。

　マイナンバー法の総務省令にもとづき、実際の通知カードや個人番号カードの作成や発行は、市町村ではな
く、地方公共団体情報システム機構（J-LIS)が一括して行います。そのため申請が集中した場合、お渡しが大幅
に遅れる可能性があります。
　e-Taxを利用予定の方は、確定申告を行う期間にカードの交付が間に合わない可能性がありますので、申請
書が届き次第早めに申請してください。

●個人番号カードコールセンター

☎0570－783－578 一部 IP 電話などで左記ダイヤルに繋がらない場合は

☎050－3818－1250
平日8時30分～22時00分（平成28年4月1日以降　平日8時30分～17時30分）
土日祝日9時30分～17時30分（平成28年3月31日まで）
年末年始を除く
個人番号カードの一時利用停止については、24時間365日受付（平成28年1月～）　

●民生課 住民係
　　　　内線222

お知らせ

Q：通知がきたら保管するだけでいいの？他にやることは？

Q：個人番号カードはつくらなきゃいけないの？



11広報あち 平成27年10月号

▲表面 ▲裏面

イメージ

イメージ

番号　花子

長野県下伊那郡阿智村 1丁目 1番地 1号
女

阿智村長
平成元　  3　31　　   2025　 3　31

番号　花子
元　  3　 31

1234 5678 9012

マイナンバー「通知カード」の
送付が始まります。

マイナンバー「通知カード」の
送付が始まります。

平成27年10月中旬頃から

　10月中旬から11月下旬にかけて、住民票の住所にマイナンバーをお知らせするため
の「通知カード」が、世帯ごとにまとめて簡易書留（転送不可）により、地方公共団
体情報システム機構から郵送されます。職場への申請や引っ越しの手続きなどで必要
になりますので、必ず受け取ってください。
　さらに、同封の申請書で申請することで、「個人番号カード」が無料で取得できます
（平成28年1月以降）。

◆ICチップ入りのカードで、表面に氏名、住所、生年月日、性別、顔写真、裏面にマイナンバーを記載
◆本人確認のための身分証明書として利用できるほか、e-Tax などの電子申請が可能な電子証明書も標
準搭載

※「個人番号カード」の作成は初回は無料です。再交付には 800 円の手数料がかかります。

個人番号カード

通知カード

個人番号カード

通知カード

通知カード

個人番号　0123  4567  8901
氏　　名　番号  花子
住　　所　長野県下伊那郡阿智村１－１

平成元年 3月31日生　　　     性別　　女
発行　平成◯◯年◯月◯日  　阿 智 村 長

◆12 桁のマイナンバー、氏名、住所、生年

月日、性別を記載

◆本人確認には、原則使用できません。

※「通知カード」を紛失した場合、再交付

には手数料（500 円）が必要になります

ので、大切に保管してください。
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教
育
委
員
の改選

に
つ
い
て

　

教
育
委
員
の
塚
田
紀
昭
さ
ん
が
、
九
月

三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
先
の
九
月

議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
に
塚
田
紀
昭
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理

に
熊
谷
紀
夫
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

計23年度まで24年度25年度26年度
事業の種類

取り崩し金額件数取り崩し金額件数取り崩し金額件数取り崩し金額件数取り崩し金額件数

1378603221301253農村記録写真に関する事業

1,5102,12259491427771,5101,55410山本慈昭平和記念館に関する事業

21014904355855歴史・文化・景観保存に関する事業

14,19914,1992829,77122212,8543,083461,2101,21091351355満蒙開拓平和記念館に関する事業

1,2003,830411,2002,975152409215540012福祉・子育て支援・人材育成に関する事業

4989113320011501354昼神・治部坂ほか産業振興に関する事業

2,6222849718620265028556事業指定無し

927451723基金利子

16,90923,7104411,20014,00430712,8544,287661,2102,307231,6453,11245計

4,2644,250463,99042 4,16416031001001満蒙開拓平和記念館建設基金

※満蒙開拓平和記念館建設基金利子　１万4千円

阿智村ふるさとづくり寄附金について

（単位：千円）

　平成20年にスタートした「ふるさとづくり寄附金」に、26年度中に45件308万円のご寄付を頂きました。
　多くの皆さんのご寄付誠にありがとうございました。

　

七
月
か
ら
九
月
末
に
か
け
て
交
通
死
亡

事
故
が
連
続
発
生
し
、村
内
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
数
が
三
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
飯
田
警
察
署
管
内
で
昨
年
一
年

間
に
発
生
し
た
死
亡
事
故
と
同
数
と
な
っ

て
お
り
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し

て
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
し
め
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

・
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
一
時
停
止

交
通
死
亡
事
故
の

多
発
に
つ
い
て

を
し
て
左
右
の
安
全
を
確
認
後
進
行
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
速
度

を
落
と
し
徐
行
し
て
く
だ
さ
い
。

・
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
た
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
助
手
席
や
後
部
座
席
に
同
乗
す
る
方
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
し
め
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
の
方
は
、
身
体
に
不
調
を
感
じ

た
り
、
衰
え
を
感
じ
た
ら
運
転
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
消
防
防
災
係
（
内
線
二
七
二
）8月5日  智里大野の大型トレーラー事故
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インフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせ

ほーい
け
ん
こうに

しまいなー

接種を希望される方は、体調のよいときに接種してください。
以下のとおり、接種をお願いします。

　インフルエンザ予防接種について
◆予防接種は発症する可能性を減らし、もし発症しても重い症状になるのを防ぎます。
◆ワクチンの効果が持続する期間は、一般的に5か月ほどです。
　（予防接種を受けてから2週間ほどで効果が出てきます）
◆毎年流行するウイルスの型が変わるので、毎年、定期的に接種することが望まれます。
◆予防接種による6歳未満の発症阻止効果は30％前後とされています。予防接種を行っても家族全員で手洗
いうがいなどの予防を心がけることが大切です。

◆今シーズンより、ワクチンがより多くのウイルスに対応できるものに変更になりました。

●お問い合わせ　　民生課　健康増進係　保健師　内線229

子ども高齢者区分

平成27年10月15日〜平成28年3月31日平成27年10月15日〜平成28年1月15日実施期間

阿智村に住所がある中学生以下のお子さん
阿智村に住所があり、昭和25年12月31日までに生
まれた方および60歳以上65歳未満の方で心臓や腎
臓、呼吸器に重い病気のある方

対 象 者

村内医療機関に限る
（浪合診療所・伍和診療所・橋上医院・飯田病院阿智
診療所）

かかりつけ医接種場所

予防接種の日程が決まりましたら予診票を役場
民生課（保健師）でお受け取りください。対象の皆さんへ予診票を郵送にてお届けします。予 診 票

陰村内医療機関に予約します。
隠予防接種の日程が決まりましたら予診票を役場民
生課（保健師）でお受け取りください。
韻予約した日に医療機関へ行き接種します。

陰かかりつけ医に予約します。
隠予約した日に医療機関へ行きます。接種方法

・インフルエンザ予診票
・母子手帳
・健康の記録

・インフルエンザ予診票
・予防接種の記録

接種日の
持 ち 物

1回目：2,000円
2回目：1,000円2,000円料　　金

◆接種回数は、13歳未満2回、13歳以上1回です。
◆他の予防接種を受けた方は、接種の間隔について
は医師の指示により行ってください。
◆できるだけ早めの接種をお勧めします。
◆1歳未満の方は村内医療機関で接種できない場合が
ありますので、事前にご確認ください。

◆接種回数は、1回です。
◆他の予防接種を受けた方は、接種の間隔について
医師の指示により行ってください。

◆普段の状態を知るかかりつけ医で、体調の良いと
きに接種しましょう。

◆12月頃までの接種をお勧めします。

そ の 他
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　見上げる青空は高く、実りの秋になりました。神坂学習塾や地域政策コースでは日頃阿智村の皆様に大変お
世話になっております。今回は、地域政策コースの実習内容や躍進めざましいバスケットボール部の様子等に
ついてご報告させていただきます。

　4月にスタートした地域政策コースの授業では、地域を担う人材の育成を目標に順調に授業が進んでいます。
阿智村の皆様からのご支援のもと、観光・農業・福祉の各エリアの授業を通して、生徒は日々学んでいます。今
後も皆様の叱咤激励をお願い申し上げます。

～ 地域と学ぶ　地域に学ぶ ～　阿智高校地域政策コース

　資料とデータから、阿智村の観光に
ついて考えや提案をまとめています。
（治部坂観光株式会社）

　収穫したトマトをケチャップとジュー
スに加工する過程を学んでいます。
（あちの里）

　運動会の練習（綱引き）です。保育
実習では園児たちと共に汗を流します。
（あふち保育園）

～躍進～　バスケットボール部（男子）県大会へ
　チームを急成長させた荒木志勇人監督率いる本校バスケッ
トボール部が、9月の全国高等学校選抜優勝大会南信地区
予選会で第3位入賞となり、男子では史上初となる県大会
（10月10日から安曇野市）に駒を進めました。阿智中学
出身の伊藤光君(2年)吉村
公汰君(1年)宮嶋龍君(1
年)は、地域の方に応援して
もらっているのでチームで
頑張りたいと、日々厳しい
練習に励んでいます。

～南信書道展開催～　伊那文化会館
　9月25日、南信12校の書道
を学ぶ生徒約180人の漢詩や
「花鳥風月」などの書が、県高
校文化連盟主催の合同展で伊那
文化会館に展示されました。硬
筆検定合格など上達著しい阿智
高生の見事な書が並んでいます。
100人以上が集まった交流会で
は、本校戸崎星良さん（鼎中）
が進行を務めました。 1年  山野優希さん（旭ヶ丘）

～神坂学習塾～　小論文対策講座
　毎月の学習会(KEEP・大学合格研究会)では、多くの大
学が入試で課している小論文の対策講座を始めました。６
月４日（木）には、専任講師の林先生が、小論文について
ガイダンスを行い、塾生は初歩的な小論文問題に取り組み
ました。校外の作文コンテストにも積極的に参加すること
になり、国税庁主催の「税に関する高校生の作文」コンテ
ストに応募するため、７月２日（木）、飯田税務署の方に
講演をしていただきま
した。講演後の質疑も
充実したものになり、こ
の講演を基にして考え
を深めてコンテストに
応募しました。結果を
楽しみに待っていると
ころです。

～生徒会新役員紹介～
　1０月に入り、生徒会新役員選出と２年生へのバトンタッ
チも始まり、いよいよ、新旧交代のときをむかえました。
新生徒会長の佐々木里莉さんは「自治意識を高め、地域か
ら信頼される阿智高を目指します」と語ってくれました。

生徒会役員
前列左から　副議長  戸蒼星良（鼎中）　 会長  佐々木里莉（旭ヶ丘中）
　　　　　　 副会長  田口遙菜（旭ヶ丘中）　議長  岩崎愛美（旭ヶ丘中）
後列左から　副会長  林将宏（旭ヶ丘中）　選挙管理委員長  戸田旭優（旭ヶ丘中）

　新生徒会では今後各委員長が決まり、生徒会目標やその
ための具体的活動方針が検討されていきます。

観光エリア 農業エリア 福祉エリア

飯田税務署総務課稲垣尚哉係長さんに積極的に質問する中塚周平君（高森中）

左から　宮嶋君　伊藤君　吉村君
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　８月３０日に村内一斉防災訓練が行われました。

清内路地区では、４か所の避難所に部落ごと避難する

想定で訓練を行い、各避難所では避難所運営委員会の

組織の立ち上げなどの訓練を行いました。

防災訓練を各地で実施
長野県保健補導員等
研究大会で発表

　長野県保健補導員等研究大会が９月３０日に松本市で

開催され、保健委員の皆さんが「あち健康プラン２１」

を基にした寸劇を発表し、大好評でした。

いつまでもお元気で100歳をお祝い

　今年も100歳を迎える長寿者訪問が行われ、村長が祝状と敬老祝い券、

記念品を手渡して長寿を祝いました。

　春日在住の原か みさんは大正４年生まれで５月に、熊谷ち江さんは

大正５年生まれで平成28年３月に100歳を迎えます。

　　村内で５名の方の100歳をお祝いしました。

　いつまでもお元気でお過ごしください。
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阿智村駅伝大会
年　金太郎
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（
は
じ
め
に
）

　

九
月
に
な
り
夏
の
暑
か
っ
た
記
憶
も
遠

く
な
り
涼
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
の
夏
は
七
月
下
旬
か
ら
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
が
続
き
、
好
天
気
で
、
各
地
区
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
、そ
し
て
観
光
施
設
、

野
菜
の
収
穫
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
昼
神
温
泉
を
中
心
と
す
る
観
光
施

設
は
八
月
は
い
ず
れ
も
好
調
で
、
関
係
者

に
よ
る
と
星
空
ツ
ア
ー
の
影
響
は
か
な
り

大
き
く
、
旅
館
の
予
約
が
取
れ
ず
に
周
辺

市
町
村
に
ま
で
波
及
効
果
は
あ
っ
た
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
又
村
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
例

年
に
比
べ
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
夏
、
星
の
話
題
で
全
国
放
送
さ
れ
た
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
雑
誌
等
取
材
し
て

頂
い
た
マ
ス
コ
ミ
は
実
に
五
十
件
。
視
聴

率
の
高
い
番
組
の
翌
日
は
、
役
場
や
ガ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
に
問
合
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
遠
く
の
ご
親
戚
知
人
か

ら
も
「
阿
智
村
が
放
映
さ
れ
た
よ
」
と
連

絡
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

星
空
日
本
一
の
村
と
し
て
の
定
着
、
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
の
効
果
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
夏
で
し
た
。

（
村
の
状
況
）

　

さ
て
、
阿
智
村
で
は
こ
の
約
半
年
の
間

に
も
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

観
光
の
関
係
で
す
が
、
昼
神
温
泉
の
将

来
構
想
の
検
討
会
議
を
こ
の
九
月
七
日
に

発
足
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昼
神
温
泉
を

中
心
と
す
る
観
光
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
を
中
心
に
組
織
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
出

湯
四
十
年
が
経
過
し
た
温
泉
郷
は
、
厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
で
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

生
き
残
り
を
か
け
、
リ
ニ
ア
、
三
遠
南
信

自
動
車
道
が
開
通
す
る
十
二
年
後
の
為
に

も
、
次
な
る
施
策
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
今
年
度
末
を
め
ど
に
検
討
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
又

現
在
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
昼
神
温
泉

エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
村
と
連
携
し
な
が
ら

観
光
誘
客
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
五
月
の

株
主
総
会
に
お
い
て
阿
智
村
全
体
の
観
光

戦
略
を
担
う
組
織
と
し
て
、
昼
神
だ
け
で

な
く
面
と
し
て
と
ら
え
着
地
型
観
光
を
す

べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
観

光
の
組
織
は
い
く
つ
か
あ
り
、
複
雑
で
は

あ
り
ま
し
た
の
で
、
村
と
し
て
も
こ
の
九

月
八
日
に
組
織
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
年
末
を
め
ど
に
意
見

を
聞
い
て
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
昼
神
温
泉
郷
の
中
心
に
あ
り
ま
し

た
元
「
富
士
の
湯
」
の
解
体
工
事
も
始
ま

り
ま
し
た
。
長
年
閉
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た

の
で
、
昼
神
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
影
響
を
与

え
て
い
た
わ
け
で
す
の
で
、
将
来
構
想
と

あ
わ
せ
て
後
利
用
を
検
討
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。
又
、
今
回
補
正
予
算
の

上
程
に
も
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
中
津
川
か

ら
の
バ
ス
運
行
な
ど
、
南
信
州
、
木
曽
な

ど
広
域
観
光
の
具
体
的
な
足
が
か
り
も
作
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係
で
あ
り
ま
す

が
５
月
に
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
増
員
し
、
新
た
に
発
足
し
、
村
の
方
向

性
が
間
違
わ
な
い
よ
う
に
六
、
七
月
を
中

心
に
協
議
し
て
頂
き
ま
し
た
。
清
内
路
の

非
常
口
近
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を

第
一
に
、
残
土
処
分
の
場
所
に
関
係
な
く

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
、
残

土
の
活
用
も
含
め
て
村
内
に
自
治
会
を
中

心
に
公
募
の
形
を
と
る
よ
う
答
申
が
さ
れ
、

村
と
し
て
も
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同

時
に
社
会
環
境
ア
セ
ス
委
員
会
の
、
通
行

量
調
査
、
観
光
客
、
住
民
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
に
対

す
る
感
想
、
残
土
の
運
搬
に
よ
っ
て
与
え

る
影
響
の
心
理
的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

住
民
の
安
全
確
保
が
第
一
で
す
の
で
し
っ

か
り
要
望
を
Ｊ
Ｒ
や
国
県
に
伝
え
、
同
時

に
リ
ニ
ア
時
代
を
ど
う
地
域
振
興
に
活
か

し
て
い
く
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
に
つ
い
て
は
、
八
月
二
十
七
日
に

は
保
健
福
祉
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
向
こ

う
三
年
間
の
阿
智
村
の
健
康
施
策
を
議
論

頂
き
答
申
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
に
続
い
て
三
期
目
と
な
り
ま
す
が
、
今

ま
で
ご
意
見
頂
い
た
件
は
一
部
村
政
に
も

反
映
さ
れ
住
民
の
意
識
も
高
く
、
時
代
は

常
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
又
ご

意
見
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
村

民
に
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
是
非
関
心

の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ト
リ
プ

ル
Ａ
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
村
民
の
意
識
も

か
な
り
高
ま
っ
て
き
つ
つ
あ
り
、
健
康
で

あ
る
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
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て
も
村
に
と
っ
て
も
一
番
の
し
あ
わ
せ
か

と
思
い
ま
す
。

　

村
民
の
村
づ
く
り
の
活
動
も
活
発
で
、

七
月
九
日
に
は
現
在
七
十
四
あ
る
村
づ
く

り
委
員
会
の
中
か
ら
三
団
体
に
事
例
発
表

し
て
頂
き
ま
し
た
。
又
名
誉
村
民
で
あ
る

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
カ
メ
ラ
会
長
の
後
藤
正
さ
ん
の

講
演
会
も
同
時
開
催
し
、
遠
く
離
れ
て
い

て
も
村
に
対
す
る
熱
い
想
い
、
八
十
代
後

半
と
い
う
年
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
常
に
明

日
の
事
を
考
え
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
さ
に

深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
村
づ
く

り
委
員
会
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
の
関
心

を
高
め
る
し
か
け
も
し
て
い
き
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
「
阿
智
の
夏
ま
つ
り
」
も
好
天

に
恵
ま
れ
二
尺
玉
の
花
火
も
上
が
り
、
多

く
の
皆
様
に
よ
っ
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
生
涯
野
球
大
会
、
小

中
学
生
の
沖
縄
研
修
、
山
岳
観
光
と
し
て

富
士
見
台
で
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

商
工
会
に
主
導
頂
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
売
、
戦
没
殉
難
者
慰
霊
祭
、
婚
活
事

業
な
ど
こ
の
夏
も
阿
智
村
の
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
元
気
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
躍
し

て
頂
き
ま
し
た
。

（
村
内
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
）

　

阿
智
村
商
工
会
に
調
査
頂
い
た
全
体
的

な
村
の
景
気
は
、
や
は
り
天
候
好
調
に
よ

る
星
の
事
業
効
果
は
大
き
く
観
光
、
飲
食

業
全
般
で
七
月
は
〇
〜
五
％
の
減
で
し
た

が
八
月
は
昨
年
に
比
べ
か
な
り
よ
く
五
十

％
増
の
売
上
を
計
上
し
た
店
も
あ
り
ま
し

た
。
卸
小
売
業
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と

星
の
効
果
は
大
き
く
、
夜
の
防
寒
対
策
の

服
な
ど
買
わ
れ
る
客
も
多
く
、
前
年
対
比

五
〜
十
％
増
で
あ
り
ま
し
た
。
製
造
業
は

六
〜
八
月
の
売
り
上
げ
は
前
年
並
み
か
ら

ダ
ウ
ン
の
傾
向
に
あ
り
、中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
影
響
も
あ
る
よ
う
で
す
。
食
品
製
造

は
販
路
の
拡
大
に
も
成
功
し
軒
並
み
好
調

と
の
こ
と
で
、
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
建
設
業
は
こ
の
夏
は
仕
事
が

薄
か
っ
た
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
も
あ

り
九
月
以
降
は
受
注
も
好
調
の
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

（
上
程
案
件
に
つ
い
て
）

　

平
成
二
十
六
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
お
お
よ
そ
の
歳
入
総
額
は
一
般

会
計
で
約
七
十
八
億
円
、
歳
出
総
額
は
約

七
十
三
億
円
、
基
金
や
預
金
で
約
六
十
一

億
円
、
起
債
が
約
七
十
五
億
円
で
あ
り
、

た
だ
起
債
に
つ
い
て
は
数
年
に
わ
た
り
交

付
税
で
算
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
質
的
に

は
約
三
割
が
起
債
と
な
り
、
健
全
な
財
政

運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
細
部
に
つ

い
て
は
議
案
上
程
の
際
、
説
明
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
事
業
評
価
シ
ー
ト
を

作
成
し
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
が
内

部
か
ら
見
て
ど
う
だ
っ
た
か
を
評
価
し
、

村
民
益
に
ど
の
位
貢
献
で
き
た
か
を
検
証

し
て
い
ま
す
。
費
用
対
効
果
で
数
字
で
表

す
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
た
め
、
ど
れ

だ
け
村
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
頂
け
た

か
、
村
民
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
有
効
な

事
業
や
お
金
が
使
わ
れ
た
か
を
、
お
は
か

り
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

　

こ
の
秋
は
、
各
地
域
で
お
祭
り
が
あ
っ

た
り
敬
老
会
、
運
動
会
と
多
く
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
て
楽
し
ん
で
頂
く
機
会
が
多
か

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
も
お
伺
い
さ
せ
て

頂
い
て
村
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
お
話
が
で

き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
集
う

中
で
村
の
将
来
の
事
を
話
す
場
で
も
あ
れ

ば
よ
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
敬

老
の
日
を
中
心
に
、
百
歳
、
米
寿
の
方
な

ど
に
お
祝
い
の
訪
問
を
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
百
歳
の
方
が
五

名
、
米
寿
の
方
が
五
十
六
名
と
、
こ
の
村

を
支
え
て
き
て
頂
い
た
先
輩
の
皆
様
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

高
齢
は
百
六
歳
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
野
菜
を
作
っ
た
り
、

村
の
歴
史
や
伝
統
、
素
晴
ら
し
さ
を
し
っ

か
り
私
達
に
伝
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
願
い
ま
す
。

　

以
上
本
会
議
に
上
程
い
た
し
ま
す
議
案

等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
と
共
に
住
み
た
い
地
域
、
夢
の
あ
る
地

域
に
向
か
っ
て
い
い
村
作
り
に
ま
い
進
し

て
い
き
ま
す
よ
う
ご
尽
力
を
お
願
い
し
て

九
月
定
例
議
会
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。




